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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

会期　12月14日～18日

平成
29年

第４回 定 例 会

平
成
二
十
八
年
度
後
志
広
域
連
合
各
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
概
要

　

後
志
広
域
連
合
の
平
成
二
十
八
年
度
各
会

計
決
算
は
、
去
る
十
一
月
二
十
四
日
に
開
催

さ
れ
た
第
二
回
後
志
広
域
連
合
定
例
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

九
五
，
二
二
七
，
九
〇
四
円
、
歳
出
総
額

九
二
，
九
四
二
，
六
六
二
円
、
差
引
総
額
二
，

二
八
五
，
二
四
二
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

越
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
九
，三
二
八
，
〇
八
一
，
三
七
六
円
、

歳
出
総
額
九
，
一
二
二
，
五
〇
七
，
六
八
二

円
、
差
引
総
額
二
〇
五
，
五
七
三
，
六
九
四

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
五
，
八
五
二
，
七
〇
三
，
五
七
七
円
、

歳
出
総
額
五
，
六
七
六
，
一
七
九
，
六
〇
〇

円
、
差
引
総
額
一
七
六
，
五
二
三
，
九
七
七

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

　

平
成
二
十
九
年
第
四
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
十
二
月
十
四
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
十
八
日
ま
で
の
五
日
間
と
定
め
、
開
会
初
日
十
四
日
は
、
議
長
の
諸

般
の
報
告
と
村
長
か
ら
、
第
三
回
定
例
会
以
降
の
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
、
教

育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
承
認
一
件
・
議
案
五
件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の

議
案
九
件
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

十
八
日
は
、
議
案
九
件
を
審
議
採
決
し
、
全
日
程
を
終
了
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

行

政

報

告

行政報告する牧野村長
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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

◎
泊
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
（
体
育
館
）

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
～

　
　
　
　

平
成
三
〇
年
三
月
二
十
三
日

・
進
捗
率　

87
．
０
％

　

※
ほ
ぼ
主
要
な
部
分
の
改
修
を
終
え
て
お

り
、
内
部
の
一
部
を
冬
休
み
期
間
中
に
施
行

し
ま
す
が
、
予
定
を
上
回
る
順
調
な
進
捗
状

況
で
す
。

◎
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
～

　
　
　
　

平
成
三
〇
年
三
月
二
十
三
日

・
進
捗
率　

92
．
26
％

　

※
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
屋
根
の
防
水
工
事

等
の
主
要
な
箇
所
は
改
修
を
終
え
て
お
り
ま

し
て
、
順
調
な
進
捗
状
況
で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組

合
の
歳
入
歳
出
決
算
概
要

　

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
の
平
成

二
十
八
年
度
各
会
計
決
算
は
、
去
る
十
一
月

二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
岩
内
・
寿
都
地

方
消
防
議
会
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

歳
入
総
額
一
，
二
〇
五
，
八
八
七
，
三
三

八
円
、
歳
出
総
額
二
，
一
七
九
，
〇
四
二
，

九
一
五
円
、
差
引
総
額
二
六
，
八
四
四
，

四
二
三
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
岩
内
地
方
衛
生
組
合
の
歳

入
歳
出
決
算
概
要

　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
の
平
成
二
十
八
年
度

各
会
計
決
算
は
、
去
る
十
一
月
二
日
に
開
催

さ
れ
た
第
二
回
岩
内
地
方
衛
生
議
会
定
例
会

に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
二
，
一
八
五
，
〇
九
一
，
九
二

九
円
、
歳
出
総
額
二
，
一
五
四
，
〇
六
八
，

九
一
五
円
、
差
引
総
額
二
六
，
八
四
四
，

四
二
三
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

盃
地
域
・
茅
沼
地
域
に
お
け
る
防
災
訓
練
の

実
施
状
況

　

盃
地
域
会
で
は
、
九
月
二
十
三
日
、
地
震

に
よ
る
津
波
を
想
定
し
、
三
ヶ
所
の
避
難

場
所
（
泊
小
学
校
・
ホ
テ
ル
潮
香
荘
・
茂

岩
地
区
野
営
場
）
へ
の
防
災
訓
練
を
行
い
、

一
〇
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

茅
沼
地
域
会
で
は
、
十
一
月
二
十
二
日
、

爆
弾
低
気
圧
の
発
生
に
よ
る
暴
風
警
報
を
想

定
し
、
三
ヶ
所
（
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み
荘
・

泊
村
公
民
館
・
泊
中
学
校
）
を
避
難
場
所
と

し
、
七
〇
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
会
に
お
い
て
は
、
こ
の

訓
練
の
実
施
に
よ
り
ま
し
て
、避
難
者
の
数
、

そ
し
て
、
避
難
に
要
す
る
時
間
、
避
難
経
路

の
確
認
等
が
行
わ
れ
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
活
性
化
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
）
の
実
施
状
況

　

夏
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
は
、

委
託
期
間
が
六
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一

日
、
販
売
開
始
後
三
日
間
で
完
売
し
て
お
り

ま
す
。

　

発
行
総
数
五
千
セ
ッ
ト
、
お
一
人
様
一
万

円
分
購
入
さ
れ
ま
す
と
、
一
三
，
〇
〇
〇
円

分
の
買
い
物
が
出
来
る
事
業
で
あ
り
、
総
事

業
費
は
、
六
，
五
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

村
の
補
助
金
は
、
一
，
五
〇
〇
万
円
で
、

取
扱
店
は
、
五
十
七
店
舗
、
還
元
率
は
、

99
．
84
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
行
わ
れ
て
い
る
冬
季
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
事
業
は
、
委
託
期
間
が
、
十
一

月
二
十
四
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
、
販
売
開

始
後
八
日
間
で
完
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
補
助
金
は
、
一
，
八
〇
〇
万
円
で
、

取
扱
店
は
、
五
十
七
店
舗
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

本
事
業
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
の
中
、村
外
へ
の
購
買
力
流
出
を
阻
止
し
、

村
内
の
商
工
業
の
消
費
拡
大
と
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
村
民
の
生
活

支
援
対
策
に
欠
か
せ
な
い
事
業
と
し
て
、
泊

村
の
商
工
会
へ
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
事

業
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

◎
泊
村
公
民
館
大
規
模
改
修
工
事

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
～

　
　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

・
進
捗
率　

建
築
主
体　

94
．
06
％

　
　
　
　

電
気
設
備　

95
．
０
％

　
　
　
　

機
械
設
備　

96
．
０
％

　

※
代
替
施
設
の
な
い
九
月
の
敬
老
会
を
開

催
す
る
た
め
、
期
間
の
な
い
中
、
現
場
に
作

業
員
を
大
幅
に
増
員
し
、
主
要
な
箇
所
の
改

修
を
終
え
、
無
事
に
敬
老
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
予
定
を
上
回
る
順

調
な
進
捗
状
況
で
あ
り
ま
す
。

泊村公民館大規模改修工事（完成形）
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◎
茅
沼
地
区
橋
梁
改
修
工
事
（
三
号
橋
）

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
～

　
　
　
　

平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日

・
進
捗
率　

66
．
７
％

　

※
ク
レ
ー
ン
等
の
手
配
の
関
係
で
遅
れ
て

い
た
、
橋
桁
の
搬
入
も
十
一
月
二
十
四
日
に

現
地
に
搬
入
さ
れ
、
同
日
に
橋
桁
が
架
か
り
、

予
定
よ
り
は
若
干
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
順

調
な
進
捗
状
況
で
あ
り
ま
す
。

◎
盃
学
校
通
線
融
雪
施
設
改
修
工
事

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日

　
　
　
　

～
平
成
三
〇
年
一
月
三
十
一
日

　

※
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
機
械
製
作
等
も
予

定
よ
り
早
く
完
成
し
、
積
雪
前
の
十
一
月

十
七
日
に
完
成
を
致
し
ま
し
た
。

◎
糸
泊
第
二
団
地
内
部
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
工
区
～
三
工
区
）

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
日
～

　
　
　
　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
日

　

※
順
調
に
工
事
も
推
移
し
、
十
月
十
二
日

に
完
成
し
ま
し
た
。

◎
糸
泊
第
二
団
地
内
部
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
工
区
～
七
工
区
）

・
工　

期　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
日
～

　
　
　
　

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

・
進
捗
率　

32
．
０
％

　

※
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
工
事
は
推
移
し
て

り
、
順
調
な
進
捗
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
定
め
、
希
望

ど
お
り
進
学
で
き
る
よ
う
、
ご
期
待
申
し
上

げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

管
理
す
る
施
設
の
利
用
状
況

＊
と
ま
り
カ
ブ
ト
ラ
イ
ン
パ
ー
ク

　

十
一
月
十
二
日
に
営
業
を
終
了
し
、
利
用

人
数
は
、
三
，
二
〇
七
名
で
、
昨
年
よ
り
、

八
四
三
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
外
か
ら
の
利
用
者
が
七
八
九
名
少
な

く
、
利
用
料
を
一
〇
〇
円
か
ら
三
〇
〇
円
に

値
上
げ
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
要
因
か
と
推

察
し
て
お
り
ま
す
。

＊
鰊
御
殿
と
ま
り

　

今
年
度
は
、
客
殿
の
屋
根
の
改
修
等
の
関

係
で
、
十
一
月
五
日
に
閉
館
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
館
者
は
、
二
，
三
六
四
名
で
、

昨
年
よ
り
二
七
四
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
関
係

　

十
月
七
日
に
、
泊
中
学
校
文
化
祭
、
十
四

日
に
、
泊
小
学
校
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
校
は
、
先
生
方
と
と
も
に
創
り
上
げ
、

中
学
校
で
は
、
先
生
方
に
見
守
ら
れ
て
、
自

分
た
ち
で
、
企
画
・
発
表
へ
と
繋
げ
、
ど
ち

ら
も
、
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
伸
び
伸
び

と
発
表
し
、
練
習
の
成
果
が
十
二
分
に
発
揮

さ
れ
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
地
域
公
開
参
観
日
が
十
一
月
一

日
に
、
泊
中
学
校
、
十
一
月
八
に
、
泊
小
学

校
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
他
に
、
地
域
の
方
々
が
来
校
し
、

児
童
生
徒
の
学
習
や
生
活
の
様
子
等
を
参
観

し
、
感
想
や
お
気
づ
き
の
点
を
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
学
校

運
営
の
参
考
に
す
り
な
ど
、
有
意
義
に
終
え

て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
関
係

　

十
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
に
、
公
民
館

ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
、
心
の
こ
も
っ
た
作
品
、
素
敵
な
作
品
が

た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
、
二
日
間
で
、
二
七
〇

名
程
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
作
品
の
鑑
賞
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
四
日
に
、
教
育
講
演
会
を
公

民
館
で
開
催
し
、
講
師
に
、
元
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
で
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
稲
田

直
人
さ
ん
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
野
球
少
年
団
や
部
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
子
供
た
ち
も
参
加
さ
れ
、
全

「
特
に
、
失
敗
を
次
に
生
か
す
こ
と
。
何
事

も
継
続
し
て
や
る
こ
と
の
大
切
さ
」
が
話
さ

れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
サ
イ
ン
会
や
記
念
撮
影
も

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

来
春
、
泊
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
二
十
一

名
の
十
二
月
六
日
現
在
の
進
路
希
望
状
況
で

す
が
、
岩
内
高
校
に
十
名
、
小
樽
桜
陽
高
校

に
三
名
、
小
樽
潮
陵
高
校
三
名
、
真
狩
高
校

一
名
、
駒
大
苫
小
牧
高
校
一
名
、
札
幌
龍
谷

高
校
一
名
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
生
徒
が

二
名
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
報
告

教 育 講 演 会

鰊 御 殿 「とまり」
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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
．
施　

設　

名　

　
　

泊
村
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

泊
村
養
護
老
人
ホ
ー
ム

二
．
指
定
管
理
者

　
　

寿
都
郡
黒
松
内
町
字
黒
松
内
五
六
一

－

一

　
　

社
会
福
祉
法
人
黒
松
内
つ
く
し
園

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

谷　

口　
　

徹

・
泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
�
������





原
案
可
決

・
泊
村
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
�
����



原
案
可
決

・
泊
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�
������������











原
案
可
決

　

以
上
の
三
件
は
、
国
家
公
務
員
法
の
人
事

院
勧
告
に
準
じ
て
、職
員
の
月
例
給
と
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
引
上
げ
の
給
与
改

正
と
特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
お
い
て
も
、

同
様
に
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
引
き
上

げ
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

泊
村
立
茅
沼
診
療
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
�
��

原
案
可
決

　　

泊
村
立
茅
沼
診
療
所
は
、
平
成
三
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
を
手
稲
渓
仁
会

病
院
に
指
定
管
理
を
依
頼
し
、
期
間
満
了
に

あ
た
っ
て
、
検
討
し
た
結
果
、
平
成
三
十
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
三
年
間
、
再
度
、
手
稲
渓
仁
会
病

院
を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
に
、
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
．
施　

設　

名　

泊
村
立
茅
沼
診
療
所

二
．
指
定
管
理
者

　
　

札
幌
市
手
稲
区
前
田
一
条
十
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

－

四
〇

　
　

医
療
法
人
渓
仁
会
手
稲
渓
仁
会
病
院

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

田　

中　

繁　

道

泊
村
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み
荘
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
�
�����




原
案
可
決

　

泊
村
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
は
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
五
年
間
、
黒
松
内

つ
く
し
園
に
指
定
管
理
を
依
頼
し
、
平
成

三
十
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
期
間
満
了

す
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
対
応
を
検
討
し
た

結
果
、
再
度
、
黒
松
内
つ
く
し
園
を
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
こ
と
に
、
満
場
一
致
で
可

＊
と
ま
り
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　

十
一
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
、
一
四
，

一
六
七
名
で
、
前
年
対
比
一
，
一
九
八
名
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）
）�
���


原
案
承
認

　

十
月
二
十
二
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
執
行
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
，

〇
〇
〇
千
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
を
四
，

〇
九
四
，
八
九
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

○
道
支
出
金

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
執
行
経
費
交
付
金

　
　
　
　
　
　

四
，
〇
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

○
総
務
費

・
職
員
手
当

         　

 

一
，
九
一
〇
，
〇
〇
〇
円
増

審

議

し

た

議

案

条

例

改

正

報
　
　
　
　
告

専

決

処

分

議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付簿に記入
するだけの簡単な手続きです　　

　　　　　　お気軽にどうぞ…
定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。

臨時会は、必要に応じて随時開きます。
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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
����



�
������������











原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
，
〇
八
〇
千
円
を

追
加
し
、
総
額
八
八
，
八
三
一
千
円
と
し
ま

し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
制
度
関
係
業
務
シ
ス
テ
ム

導
入
補
助
金
（
国
）　
　

　
　
　
　
　
　

一
，
一
五
〇
，
六
八
〇
円
増

・
国
民
健
康
保
険
制
度
関
係
業
務
シ
ス
テ
ム

導
入
補
助
金
（
道
）　
　

　
　
　
　
　
　

一
，
三
三
五
，
九
八
〇
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
導
入
委

託
料

　
　
　
　
　
　

二
，
三
三
三
，
〇
〇
〇
円
増

・
北
海
道
ク
ラ
ウ
ド
接
続
に
係
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
定
変
更
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

七
二
五
，
七
六
〇
円
増

・
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
導
入
負

担
金　
　
　
　
　
　

二
〇
，
三
一
三
円
増

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
�
���



�
������������











原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
四
五
千
円
を
追
加

し
、
総
額
四
八
，
二
八
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

画
を
一
区
画
と
し
、
必
要
と
認
め
た
も
の
は

二
区
画
ま
で
使
用
を
許
可
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
一
区
画
で
は
手
狭
な
た
め
、
今
ま
で
全

て
の
申
請
が
二
区
画
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
現
状
に
合
わ
せ
、
申
請
を
二
区
画
以

内
と
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
五
号
）������




原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
，
三
七
六
千
円
を

追
加
し
、
総
額
四
，
〇
九
九
，
二
七
〇
千
円

と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

費
補
助
金　
　

　
　
　
　
　
　

一
，
四
〇
四
，
〇
〇
〇
円
増

・
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
補
助
金　
　

　
　
　
　
　
　

一
，
三
一
二
，
〇
〇
〇
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

一
八
，
六
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
増

・
神
恵
内
線
バ
ス
運
行
維
持
経
費
補
助
金

　
　
　
　
　

一
九
，
一
二
七
，
〇
〇
〇
円
増

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　
　

　
　
　
　
　

三
一
，
三
五
七
，
〇
〇
〇
円
減

泊
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
�
����



原
案
可
決

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
改
正
に
よ
る
、
本
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

泊
村
有
線
放
送
施
設
・
防
災
行
政
無
線
（
移

動
系
）
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
������






�
������������











原
案
可
決

　

今
年
の
九
月
末
日
を
も
っ
て
「
Ｔ
Ｙ
Ｔ
放

送
」
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
条
文
の
関
連

す
る
条
項
の
削
除
及
び
公
用
車
の
無
線
に
つ

い
て
も
廃
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
併
せ
て

条
例
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

泊
村
公
職
者
に
対
す
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償

の
額
並
び
に
支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
�
�����




原
案
可
決

　

今
年
の
九
月
末
日
を
も
っ
て
「
泊
村
有
線

放
送
」
が
終
了
し
、
放
送
番
組
審
議
会
も
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
条
文
の
関
連
す
る
条
項

等
の
削
除
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
で

す
。

　
泊
村
墓
地
設
置
及
び
管
理
使
用
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
�
������





原
案
可
決

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
使
用
開
始
し
て
い
る

泊
村
墓
地
は
、
条
例
に
よ
り
使
用
で
き
る
区

お　願　い

行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。

補

正

予

算
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と　ま　り　議　会　だ　よ　り
【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

九
六
〇
，
〇
〇
〇
円
減

・
前
年
度
繰
越
金　
　

　
　
　
　
　
　

一
，
二
〇
六
，
七
六
三
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
簡
易
水
道
施
設
維
持
管
理
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

二
，
九
一
九
，
〇
〇
〇
円
増

・
人
事
院
勧
告
及
び
人
事
異
動
に
よ
る
職
員

手
当
等
の
増
額

・
事
業
確
定
に
よ
る
委
託
料
及
び
工
事
請
負

費
の
減
額

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）����



�
������������











原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
九
八
千
円
を
追
加

し
、
総
額
四
八
，
一
三
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

六
九
八
，
〇
〇
〇
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
事
業
確
定
に
よ
る
委
託
料
及
び
工
事
請
負

費　
　
　
　
　
　

六
九
七
，
二
四
〇
円
減

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）���


�
������������











原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
三
，
八
五
七
千
円

を
減
額
し
、
総
額
三
一
八
，
五
三
七
千
円
と

し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　

（
下
水
道
事
業
）

　
　
　
　
　

二
二
，
五
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
減

・
一
般
会
計
繰
入
金　
　

　
　
　
　
　

三
一
，
三
五
七
，
〇
〇
〇
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
人
事
院
勧
告
及
び
人
事
異
動
に
よ
る
職
員

手
当
等
の
減
額

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
事
業

調
整
に
よ
る
事
業
量
の
縮
減
並
び
に
事
業

確
定
に
よ
る
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
の

減
額

平成 30 年 1月７日　　成　 人 　式（泊村公民館）
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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

　
　
　

総
務
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

産
業
経
済
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会　

（
全
議
員
出
席
）

20
日　

北
海
道
電
力
㈱
佐
藤
会
長
他
来
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
出
席
）

20
日　

事
務
監
査

25
日　

事
務
監
査

26
日　

平
成
二
十
九
年
第
一
回
岩
内
地
方
衛

　
　
　

生
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
岩
内
町
・
梅
庭
・
酒
井
議
員
出
席
）

　
　
　

平
成
二
十
九
年
第
二
回
岩
内
寿
都
地

　
　
　

方
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町
・
副
議
長
出
席
）

１　

月

７
日　

泊
消
防
団
出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
・
各
議
員
出
席
）

　
　
　

泊
村
成
人
式
（
議
長
・
各
議
員
出
席
）

10
日　

事
務
監
査

14
日　

堀
株
地
域
会
新
年
交
礼
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
出
席
）

16
日　

原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

17
日　

例
月
出
納
検
査
・
事
務
監
査

19
日　

泊
村
商
工
会
新
年
交
礼
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
出
席
）

22
日　

岩
内
建
設
業
協
同
組
合
及
び
岩
内
建

　
　
　

設
業
協
会
新
年
交
礼
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町　

議
長
出
席
）

27
日　

盃
地
域
会
新
年
交
礼
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
出
席
）

「
議
会
だ
よ
り
」
第
一
六
七
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
十
二
月
の
第
四
回
定
例
会
に
つ

い
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
号
よ
り
、「
Ｔ
Ｙ
Ｔ
放
送
」
が
、
昨
年

九
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
村

長
の
行
政
報
告
及
び
教
育
長
の
教
育
行
政
報

告
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会

活
動
も
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　

城　
　
　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

弘　

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
留
間　

文　

宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

常　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

茂　

樹

編
集
後
記

議

会

日

誌

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
～

平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日

11　

月

２
日　

平
成
29
年
第
２
回
岩
内
・
寿
都
地
方

　
　
　

消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町　

副
議
長
出
席
）

　
　
　

平
成
29
年
第
２
回
岩
内
地
方
衛
生
組

　
　
　

合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町　

酒
井
出
席
）

３
日　

第
52
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
・
各
議
員
出
席
）

10
日　

例
月
出
納
検
査
・
事
務
監
査

16
日　

事
務
監
査

19
日
～
22
日　

　
　
　

地
方
自
治
法
施
行
七
〇
周
年
記
念
式

　
　
　

典　
　
　
　

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

　
　
　

「
北
海
道
横
断
自
動
車
道
に
係
る
中

　
　
　

央
要
望
」　

 

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

　
　
　

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協

　
　
　

議
会
全
体
会
議
（
意
見
交
換
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

　
　
　

第
61
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

        

　
　
　
　

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

24
日　

平
成
29
年
第
２
回
後
志
広
域
連
合
議

　
　
　

会
定
例
会

　
　
　

後
志
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

（
倶
知
安
町　

議
長
出
席
）

27
日　

事
務
監
査

12　

月

４
日
～
７
日

　
　
　

村
政
懇
談
会　
　
　

（
全
議
員
出
席
）

５
日　

総
務
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

７
日　

議
会
運
営
委
員
会　

（
全
委
員
出
席
）

８
日　

例
月
出
納
検
査
・
事
務
監
査

14
日　

第
４
回
泊
村
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
議
員
出
席
）

17
日　

自
由
民
主
党
北
海
道
第
四
選
挙
区
支

　
　
　

部
移
動
政
調
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
樽
市　

議
長
出
席
）

　
　
　

中
村
ひ
ろ
ゆ
き
衆
議
院
議
員
岩
宇
・

　
　
　

南
後
志
国
政
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町　

議
長
出
席
）

18
日　

第
４
回
泊
村
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
議
員
出
席
）


